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Bean定義一覧

項番 名称 ファイル名

1 フレームワークBean定義ファイル FrameworkBean.xml

2 ジョブBean定義ファイル 任意

3 デフォルトBean定義ファイル DefaultValueBean.xml

4 データアクセスBean定義 dataAccessContext-batch.xml

5 非同期型ジョブ起動機能バッチデーモン AsyncBatchDaemonBean.xml

6 デーモン終了用ジョブBean定義ファイル StopDaemonBean.xml

7 非同期型起動用スレッドプール定義ファイル ThreadPoolContext-AsyncBatch.xml

8 同期型起動用スレッドプール定義ファイル ThreadPoolContext-batch.xml

9 非同期型ジョブ起動機能バッチデーモン（CommonJ用)定義ファイル AsyncBatchDaemonForCommonjBean.xml

10 非同期型ジョブ起動機能バッチデーモン（メッセージ送信用）定義ファイル AsyncBatchDaemonForSendMessageBean.xml

11 ジョブスターター用ワークマネージャ定義ファイル WorkManagerContext.xml

12 ワーク用ワークマネージャ定義ファイル WorkManagerTaskContext-batch.xml

13 プレースホルダ設定定義ファイル PlaceHolderConfig.xml

14 チャンク別トランザクションモデル ChunkTransactionBean.xml

15 チャンク別トランザクションモデル (リスタート) ChunkTransactionForRestartBean.xml

16 チャンク別トランザクションモデル（ブレイク） ChunkTransactionForControlBreakBean.xml

17 非トランザクションモデル NoTransactionBean.xml

18 単一トランザクションモデル SingleTransactionBean.xml

19 ジョブ分割チャンク別トランザクションモデル PartitionChunkTransactionBean.xml

20 ジョブ分割チャンク別トランザクションモデル (リスタート) PartitionChunkTransactionForRestartBean.xml

21 ジョブ分割非トランザクションモデル PartitionNoTransactionBean.xml

22 ジョブ分割単一トランザクションモデル PartitionSingleTransactionBean.xml

23 ジョブ分割逐次単一トランザクションモデル SequentialSingleTransactionBean.xml

24 ファイルアクセス FileAccessBean.xml
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フレームワークBean定義ファイル

項番 設定項目名称 Bean ID Classes/parent名 Bean概要 property Property概要

1 PlaceHolderConfig.xml プレースホルダを定義したBean定義ファイル

2 DefaultValueBean.xml デフォルト値を定義したBean定義ファイル

3

messageSour
ce

org.springframework
.context.support.Re
sourceBundleMessage
Source

リソースバンドルのBean定義。 basenames リソースの設定。
初期設定値は『ApplicationResources,
system-messages,application-messages』である。

4

messageAcce
ssor

jp.terasoluna.fw.ba
tch.springsupport.m
essages.MessageAcce
ssorImpl

メッセージ取得用クラスの設定 - -

queryDAO 使用するQueryDao。
初期設定値は『queryDAO』である。

collectedDataHandlerFac
tory

分割キー処理用ハンドラのファクトリクラス。
初期設定値は
『jp.terasoluna.fw.batch.partition.PartitionKeyHand
lerFactory』である。

6

listPropert
yPartitionK
eyCollector

jp.terasoluna.fw.ba
tch.standard.ListPr
opertyCollector

Bean定義リストCollectorのPartitionKey取得用
Bean定義。
ジョブBean定義ファイルに設定されたリストを
使ってPartitionKeyデータを取得する。

collectedDataHandlerFac
tory

分割キー処理用ハンドラのファクトリクラス。
初期設定値は
『jp.terasoluna.fw.batch.partition.PartitionKeyHand
lerFactory』である。

7

stringArray
PropertyPar
titionKeyCo
llector

stringArrayProperty
Collector

文字列配列プロパティCollectorのPartitionKey取
得用Bean定義。
ジョブBean定義ファイルに設定された文字列配列
を使って、PartitionKeyデータを取得する。

collectedDataHandlerFac
tory

分割キー処理用ハンドラのファクトリクラス。
初期設定値は
『jp.terasoluna.fw.batch.partition.PartitionKeyHand
lerFactory』である。

8

listPropert
yCollector

jp.terasoluna.fw.ba
tch.standard.ListPr
opertyCollector

Bean定義リストCollector用Bean定義。
ジョブBean定義ファイルに設定されたリストを
使って対象データを取得する。

collectedDataHandlerFac
tory

チャンカーを生成するファクトリクラス。
初期設定値は
『jp.terasoluna.fw.batch.standard.ChunkerFactory』
である。

9

stringArray
PropertyCol
lector

stringArrayProperty
Collector

文字列配列プロパティCollector用Bean定義。
ジョブBean定義ファイルに設定された文字列配列
を使って対象データを取得する。

collectedDataHandlerFac
tory

チャンカーを生成するファクトリクラス。
初期設定値は
『jp.terasoluna.fw.batch.standard.ChunkerFactory』
である。

queryDAO 使用するQueryDao。
初期設定値は『queryDAO』である。

collectedDataHandlerFac
tory

チャンカーを生成するファクトリクラス。
初期設定値は
『jp.terasoluna.fw.batch.standard.ChunkerFactory』
である。

jp.terasoluna.fw.ba
tch.standard.Chunke
rFactory

チャンカー作成クラスの定義。 chunkSize
デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

11

validationL
istProperty
Collector

jp.terasoluna.fw.ba
tch.standard.ListPr
opertyCollector

Bean定義リストCollector用Bean定義。
ジョブBean定義ファイルに設定されたリストを
使って対象データを取得する。

collectedDataHandlerFac
tory

チャンカーを生成するファクトリクラス。
初期設定値は
『jp.terasoluna.fw.batch.validation.ValidationExecu
torFactory』である。

12

validationS
tringArrayP
ropertyColl
ector

stringArrayProperty
Collector

文字列配列プロパティCollector用Bean定義。
ジョブBean定義ファイルに設定された文字列配列
を使って対象データを取得する。

collectedDataHandlerFac
tory

チャンカーを生成するファクトリクラス。
初期設定値は
『jp.terasoluna.fw.batch.validation.ValidationExecu
torFactory』である。

queryDAO 使用するQueryDao。
初期設定値は『queryDAO』である。

collectedDataHandlerFac
tory

チャンカーを生成するファクトリクラス。
初期設定値は
『jp.terasoluna.fw.batch.validation.ValidationExecu
torFactory』である。

collectedDataHandlerFac
tory

チャンカーを生成するファクトリクラス。
初期設定値は
『jp.terasoluna.fw.batch.standard.ChunkerFactory』
である。

14

validator バリデータの定義。

15

validationResultHandler 入力チェック用XML設定ファイルのパスの定義。

collectorResultHandler 対象データ取得結果のハンドラBeanの定義。
初期設定値は『CollectorResultHandler』である。

exceptionHandlerMap 例外ハンドラのBean定義
初期設定値は『exceptionHandlerMap』である。

defaultJobExceptionHand
ler

デフォルト例外ハンドラ用Bean定義。
初期設定値は『defaultJobExceptionHandler』である。

batchUpdateResultHandle
r

バッチ更新の処理結果ハンドラ用Bean定義。
初期設定値は『batchUpdateResultHandler』である。

defaultJobExceptionHand
ler

デフォルト例外ハンドラ用Bean定義
初期設定値は『defaultJobExceptionHandler』である。

exceptionHandlerMap 例外ハンドラを格納したMapのBean定義。
初期設定値は『deexceptionHandlerMap』である。

18
baseQueuePr
ocessor

jp.terasoluna.fw.ba
tch.standard.QueueP
rocessor

キューから要素を取り出し、取り出したそれぞれ
の要素をパラメータとしてワーカーを起動するマ
ネージャ用Bean定義。

なし

19

transaction
alSupportPr
ocessor

jp.terasoluna.fw.ba
tch.springsupport.t
ransaction.Transact
ionalSupportProcess
or

トランザクション処理用Bean定義。
SupportProcessorインタフェースの実装クラス。

- -

supportLogicResultHandl
er

サポートロジックの処理結果ハンドラ用設定。
初期設定値は『supportLogicResultHandler』である。

defaultJobExceptionHand
ler

デフォルト例外ハンドラの設定。
初期設定値は『defaultJobExceptionHandler』である。

exceptionHandlerMap 例外ハンドラマップの設定。
初期設定値は『exceptionHandlerMap』である。

デフォルトBean定義ファイルのインポート

10

5

20

16

17

13

分割キー取得用コ
レクタ定義

対象データ取得用
コレクタ定義

入力チェック用の対象データ取得ハンドラ
（CollectedDataHandler）クラスの定義。
チャンク作成処理は、
collectedDataHandlerFactoryに設定されたチャン
カー生成用

プレースホルダ

リソース定義

jp.terasoluna.fw.ba
tch.core.JobWorker

Chunkを処理単位として、Chunkが持つデータを入
力とするビジネスロジックを実行するマネージャ
用Bean定義。

jp.terasoluna.fw.ba
tch.ibatissupport.I
BatisDbCollectorImp
l

データベースCollectorのPartitionKey取得用Bean
定義。
ジョブBean定義ファイルでCollectorに設定された
DAOを使って、データベースからPartitionKeyデー
タを取得する。

IBatisDbChu
nkCollector

マネージャ定義 jp.terasoluna.fw.ba
tch.core.JobManager

ジョブ等のフレームワークで規定する作業単位を
管理、実行するマネージャ用Bean定義。

IBatisDbPar
titionKeyCo
llector

baseManager

jp.terasoluna.fw.ba
tch.ibatissupport.I
BatisDbCollectorImp
l

validationI
BatisDbChun
kCollector

jp.terasoluna.fw.ba
tch.validation.Vali
dationExecutorFacto
ry

入力チェック対象
データ取得用コレ
クタ定義

データベースCollector用Bean定義。
ジョブBean定義ファイルでCollectorに設定された
DAOを使って、データベースから対象データを取得
する。

jp.terasoluna.fw.ba
tch.standard.Standa
rdSupportProcessor

サポートロジックの起動用クラスのBean定義。

サポートプロセッ
サ

standardSup
portProcess
or

jp.terasoluna.fw.ba
tch.ibatissupport.I
BatisDbCollectorImp
l

データベースCollector用Bean定義。
ジョブBean定義ファイルでCollectorに設定された
DAOを使って、データベースから対象データを取得
する。

baseWorker
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ジョブBean定義ファイル

1
ChunkTransactionBean.xml チャンク別トランザクションモデルBean定義

ファイル

2
ChunkTransactionForRestartBean
.xml

リスタート機能を使用するチャンク別トラン
ザクションモデルBean定義ファイル

3
ChunkTransactionForControlBrea
kBean.xml

コントロールブレイク機能を使用するチャン
ク別トランザクションモデルBean定義ファイ

4
NoTransactionBean.xml トランザクション制御なしモデルのBean定義

ファイル

5
PartitionChunkTransactionBean.
xml

分割ジョブのチャンク別トランザクションモ
デルBean定義ファイル

6
PartitionChunkTransactionForRe
startBean.xml

リスタート機能を使用する分割ジョブのチャ
ンク別トランザクションモデルBean定義ファ

7
PartitionNoTransactionBean.xml 分割ジョブのトランザクション制御なしモデ

ルのBean定義ファイル

8
PartitionSingleTransactionBean
.xml

分割ジョブの単一トランザクションモデルの
Bean定義ファイル

9
SingleTransactionBean.xml 単一トランザクションモデルのBean定義ファ

イル

10
SequentialSingleTransactionBea
n.xml

ジョブ分割逐次単一トランザクションモデル
のBean定義ファイル

11
FileAccessBean.xml ファイルアクセス用Bean定義ファイル

任意

12 親ジョブ前処理
parentjobPre
LogicList

org.springframework.beans.facto
ry.config.ListFactoryBean

分割ジョブ実行時の親ジョブの
前処理設定

sourceList 前処理として実行するクラスをリストに定義
する。
複数定義した場合は、上位に定義した前処理
から実行される。

任意

13 親ジョブ後処理

parentjobPos
tLogicList org.springframework.beans.facto

ry.config.ListFactoryBean

分割ジョブ実行時の親ジョブの
後処理の設定

sourceList 後処理として実行するクラスをリストに定義
する。
複数定義した場合は、上位に定義した後処理
から実行される。

任意

14 分割キー取得
partitionkey
Collector

フレームワークBean定義ファイル
説明書の分割キー処理用コレクタ
定義から選択。

分割ジョブ実行時の分割キー取
得処理定義

任意のプロパティ
『IBatisDbPartitionKeyCollecto
r』を選択した場合は『sql』

『sql』の場合はiBATISのSQL定義ファイルで
定義されたSQL IDを設定する。

分割ジョブの場
合は必須

15 対象データ取得
collector

任意のクラス名
対象データ取得用Beanの設定 任意のプロパティ

○

16 ビジネスロジック
blogic

ビジネスロジックの実装クラス
ビジネスロジックのBeanの設定 任意のプロパティ

○

17
ジョブコンテキス
ト

jobContext
パラメータ値等を格納するクラス

パラメータ値等を格納するクラ
スの設定

任意のプロパティ
○

18 ジョブ前処理

jobPreLogicL
ist org.springframework.beans.facto

ry.config.ListFactoryBean

ジョブ実行時のジョブの前処理
設定

sourceList 前処理として実行するクラスをリストに定義
する。
複数定義した場合は、上位に定義した前処理
から実行される。

任意

19 ジョブ後処理

jobPostLogic
List org.springframework.beans.facto

ry.config.ListFactoryBean

ジョブ実行時のジョブの後処理
設定

sourceList 後処理として実行するクラスをリストに定義
する。
複数定義した場合は、上位に定義した後処理
から実行される。

任意

20
先頭チャンク前処
理

firstchunkPr
eLogicList org.springframework.beans.facto

ry.config.ListFactoryBean

ジョブ実行時の先頭チャンク前
処理設定

sourceList 前処理として実行するクラスをリストに定義
する。
複数定義した場合は、上位に定義した前処理
から実行される。

任意

21
最終チャンク後処
理

lastchunkPos
tLogicList org.springframework.beans.facto

ry.config.ListFactoryBean

ジョブ実行時の最終チャンク後
処理設定

sourceList 後処理として実行するクラスをリストに定義
する。
複数定義した場合は、上位に定義した後処理
から実行される。

任意

22 セーブポイント
useSavepoint org.springframework.beans.facto

ry.config.FieldRetrievingFactor
yBean

セーブポイント使用有無設定 staticField 使用する場合は『java.lang.Boolean.TRUE』
を設定 任意

23 チャンクサイズ
chunkSize

java.lang.Integer
チャンクサイズ設定 -

任意

24
分割ジョブの多重
起動数

multiplicity
java.lang.Integer

分割ジョブの多重起動数設定 -
分割ジョブの場
合は必須

25 SqlMapConfig
sqlMapConfig
FileName

java.lang.String
SqlMapConfigの設定 任意のファイル ジョブ毎にSqlMapを用意する場合に設定す

る。
任意

26

controlBreak
DefItemList

org.springframework.beans.facto
ry.config.ListFactoryBean

コントロールブレイクのブレイ
ク定義情報の設定

sourceList コントロールブレイクの定義情報をリストに
定義する。複数定義した場合は、上位から処
理される。リストに定義する内容については
項番27,28を参照。

任意
（コントロール
ブレイクに対応
した雛形をイン
ポートする）

27

breakKey コントロールブレイクのブレイクキーをリス
トに定義する。

任意
（コントロール
ブレイクに対応
した雛形をイン
ポートする）

28

contorlBreakHandler ブレイクキーに対応したコントロールブレイ
クハンドラを定義する。

任意
（コントロール
ブレイクに対応
した雛形をイン
ポートする）

29

breakKey チャンクコントロールブレイクのブレイク
キーをリストに定義する。

任意
（コントロール
ブレイクに対応
した雛形をイン
ポートする）

30

contorlBreakHandler ブレイクキーに対応したコントロールブレイ
クハンドラを定義する。

任意
（コントロール
ブレイクに対応
した雛形をイン
ポートする）

31

transControl
BreakDefItem
List

org.springframework.beans.facto
ry.config.ListFactoryBean

トランスチャンクコントロール
ブレイクのブレイク定義情報の
設定

sourceList トランスチャンクコントロールブレイクの定
義情報をリストに定義する。複数定義した場
合は、上位から処理される。リストに定義す
る内容については項番32,33を参照。

任意
（コントロール
ブレイクに対応
した雛形をイン
ポートする）

32

breakKey トランスチャンクコントロールブレイクのブ
レイクキーをリストに定義する。

任意
（コントロール
ブレイクに対応
した雛形をイン
ポートする）

33

contorlBreakHandler ブレイクキーに対応したコントロールブレイ
クハンドラを定義する。

任意
（コントロール
ブレイクに対応
した雛形をイン
ポートする）

jp.terasoluna.fw.batch.controlb
reak.ControlBreakDefItem

コントロールブレ
イク定義情報リス
ト

コントロールブレイクのブレイ
クキーおよびブレイクキーに対
応するハンドラの設定

jp.terasoluna.fw.batch.controlb
reak.ControlBreakDefItem

トランスチャンク
コントロールブレ
イク定義情報リス
ト

トランスチャンクコントロール
ブレイクのブレイクキーおよび
ブレイクキーに対応するハンド
ラの設定

jp.terasoluna.fw.batch.controlb
reak.ControlBreakDefItem

チャンクコントロールブレイク
のブレイクキーおよびブレイク
キーに対応するハンドラの設定

チャンクコント
ロールブレイク定
義情報

chunkControl
BreakDefItem

必須

処理モデルインポート

項番 Bean ID Classes/parent名設定項目名称 property概要概要 property

○
処理モデルを一
つ選び、イン
ポートする必要
がある
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デフォルトBean定義ファイル

項番 設定項目名称 Bean ID Classes/parent名 Bean概要 property Property概要

1

endFileChecker jp.terasoluna.fw.batc
h.init.EndFileChecker

ジョブ終了制御用Bean定義。 endFileDir 終了ファイル検出ディレクトリのパ
ス。
初期設定値は『batchapps/BE-
03/EndFile』である。

period 起動周期。
初期設定値は『8000』である。

timerTask スケジュール起動対象。
初期設定値は『endFileCheck』であ
る。

daemon 初期設定値は『false』である。

scheduledTimerTas
ks

スケジュールタスク用設定。
初期設定値は『scheduledTask』で
ある。

4

useCache org.springframework.b
eans.factory.config.F
ieldRetrievingFactory
Bean

BeanFactoryのキャッシュ有
無のデフォルト設定。
ジョブBean定義に設定がある
場合、ジョブBean定義が優先
される。

staticField 初期設定値は
『java.lang.Boolean.FALSE』であ
る。

5

parentjobPreLo
gicList

org.springframework.b
eans.factory.config.L
istFactoryBean

ジョブ分割前処理のデフォル
トBean定義。
ジョブBean定義に設定がある
場合、ジョブBean定義が優先
される。

sourceList 初期設定値は『空白リスト』であ
る。

6

parentjobPostL
ogicList

org.springframework.b
eans.factory.config.L
istFactoryBean

ジョブ分割後処理のデフォル
トBean定義。
ジョブBean定義に設定がある
場合、ジョブBean定義が優先
される。

sourceList 初期設定値は『空白リスト』であ
る。

7

jobPreLogicLis
t

org.springframework.b
eans.factory.config.L
istFactoryBean

ジョブ前処理のデフォルト
Bean定義。
ジョブBean定義に設定がある
場合、ジョブBean定義が優先
される。

sourceList 初期設定値は『空白リスト』であ
る。

8

jobPostLogicLi
st

org.springframework.b
eans.factory.config.L
istFactoryBean

ジョブ後処理のデフォルト
Bean定義。
ジョブBean定義に設定がある
場合、ジョブBean定義が優先
される。

sourceList 初期設定値は『空白リスト』であ
る。

9

firstchunkPreL
ogicList

org.springframework.b
eans.factory.config.L
istFactoryBean

先頭チャンク前処理のデフォ
ルトBean定義。
ジョブBean定義に設定がある
場合、ジョブBean定義が優先
される。

sourceList 初期設定値は『空白リスト』であ
る。

10

lastchunkPostL
ogicList

org.springframework.b
eans.factory.config.L
istFactoryBean

最終チャンク後処理のデフォ
ルトBean定義。
ジョブBean定義に設定がある
場合、ジョブBean定義が優先
される。

sourceList 初期設定値は『空白リスト』であ
る。

11

chunkSize java.lang.Integer チャンクサイズ用Bean定義。
ジョブBean定義に設定がある
場合、ジョブBean定義が優先
される。

初期設定値は『20』である。

12

useSavepoint org.springframework.b
eans.factory.config.F
ieldRetrievingFactory
Bean

セーブポイント有無のデフォ
ルトBean定義。
ジョブBean定義に設定がある
場合、ジョブBean定義が優先
される。

staticField 初期設定値は
『java.lang.Boolean.FALSE』であ
る。

13

JobStatusSumma
rizer

jp.terasoluna.fw.batc
h.standard.StandardJo
bStatusSummarizer

処理状態の結果ハンドラのデ
フォルトBean定義。ジョブ
Bean定義に設定がある場合、
ジョブBean定義が優先され
る。

- -

14

exitCodeMap org.springframework.b
eans.factory.config.M
apFactoryBean

終了コードのデフォルトBean
定義。ジョブBean定義に設定
がある場合、ジョブBean定義
が優先される。

sourceMap 初期設定は以下の通り。
Key:ENDING_NORMALLY value:0
Key:ENDING_ABNORMALLY value:1
Key:SUSPENDING value:2

15

useMonitorable org.springframework.b
eans.factory.config.F
ieldRetrievingFactory
Bean

ジョブ監視有無のデフォルト
Bean定義。ジョブBean定義に
設定がある場合、ジョブBean
定義が優先される。

staticField 初期設定値は
『java.lang.Boolean.FALSE』であ
る。

16

manageableJobS
ize

java.lang.Integer ジョブ監視の上限値用Bean定
義。
ジョブBean定義に設定がある
場合、ジョブBean定義が優先
される。

- 初期設定値は『20』である。

17

sqlMapConfigFi
leName

java.lang.String SqlMapConfigのデフォルト
Bean定義。ジョブBean定義に
設定がある場合、ジョブBean
定義が優先される。

sqlMapConfigFileN
ame

初期設定値は
『common/sql-map-config.xml』で
ある。

18

chunkQueueLeng
th

java.lang.Integer チャンクキューのサイズ用
Bean定義。
ジョブBean定義に設定がある
場合、ジョブBean定義が優先
される。

- 初期設定値は『10』である。

19

partitionQueue
Length

java.lang.Integer 分割キーキューのサイズ用
Bean定義。
ジョブBean定義に設定がある
場合、ジョブBean定義が優先
される。

- 初期設定値は『10』である。

20

例外ハンドラ exceptionHandl
erMap

org.springframework.b
eans.factory.config.M
apFactoryBean

例外ハンドラマップのBean定
義。

sourceMap ハンドラマップ値の設定。
初期設定値は『
CollectorException=jp.terasoluna
.batch.sample.bc01.CollectorExce
ptionHandlerImpl
JobException=jp.terasoluna.fw.ba
tch.standard.StandardJobExceptio
nHandler
』である。

21
デフォルト例外ハンド
ラ定義

defaultJobExce
ptionHandler

jp.terasoluna.fw.batc
h.standard.StandardJo
bExceptionHandler

JobException用デフォルト例
外ハンドラのBean定義。

なし

22

BLogicResultHa
ndler

jp.terasoluna.fw.batc
h.standard.StandardBL
ogicResultHandler

ビジネスロジック結果ハンド
ラBean定義。
BLogicResultHandlerの実装
クラス。

なし

23

TransactionalB
LogicResultHan
dler

jp.terasoluna.fw.batc
h.springsupport.trans
action.TransactionalB
LogicResultHandler

チャンク別トランザクション
モデル用ビジネスロジック結
果ハンドラBean定義。
BLogicResultHandlerの拡張
クラス。

なし

24

CollectorResul
tHandler

jp.terasoluna.fw.batc
h.standard.StandardCo
llectorResultHandler

Collector結果ハンドラBean
定義。
StandardBLogicResultHandle
rの実装クラス。

なし

25

batchUpdateRes
ultHandler

jp.terasoluna.fw.batc
h.standard.StandardBa
tchUpdateResultHandle
r

バッチ更新処理結果ハンドラ
Bean定義。
BatchUpdateResultHandlerの
実装クラス。

なし

26

supportLogicRe
sultHandler

jp.terasoluna.fw.batc
h.standard.StandardSu
pportLogicResultHandl
er

サポート処理実行結果ハンド
ラBean定義。
SupportLogicResultHandler
の実装クラス。

なし

27

validationConf
igLocations

org.springframework.b
eans.factory.config.L
istFactoryBean

入力チェック定義ファイルと
ルールファイルのBean定義。

sourceList 初期値は
『/common/validator-rules.xml、
/common/validator-rules-ex.xml、
/common/validationCommon.xml』で
ある。

28

validationResu
ltHandler

jp.terasoluna.fw.batc
h.validation.Standard
ValidationResultHandl
er

入力チェック処理結果ハンド
ラBean定義。
ValidationResultHandlerの
実装クラス。

なし

入力チェック

処理結果ハンドラ

2

scheduledTask

3

タイマ timerFactory org.springframework.s
cheduling.timer.Timer
FactoryBean

監視用タイマファクトリ用
Bean定義。
Commonj対応機能を使用する
際には
『WorkManagerTaskContext-
batch.xml』の設定が有効に
なるため
『DefaultValueBean.xml』の
設定は無効になる。

デフォルト定義。
ジョブBean定義に設定
がある場合、ジョブ
Bean定義が優先され
る。

ジョブ終了監視用クラス
定義

スケジュールタスク用Bean定
義。
Commonj対応機能を使用する
際には
『WorkManagerTaskContext-
batch.xml』の設定が有効に
なるため
『DefaultValueBean.xml』の
設定は無効になる。

org.springframework.s
cheduling.timer.Sched
uledTimerTask
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データアクセスBean定義ファイル

項番 設定項目名称 Bean ID Classes/parent名 Bean概要 property Property概要

driverClassName JDBCのドライバの設定。

url 接続先のURLの設定。

username ユーザアカウントの設定。

password パスワードの設定。

poolPreparedState
ments

PreparedStatementsのプーリング有
無（デフォルトはtrue）

defaultAutoCommit オートコミットの有無（デフォルト
はfalse）

3
トランザクションプロ
キシ

baseTransaction
Proxy

org.springframework.tr
ansaction.interceptor.
TransactionProxyFactor
yBean

トランザクションプロキシの
ベース定義となる親Bean定
義。
Worker定義のtarget属性に指
定するBean。
子のBean定義で属性をオー
バーライドすることができ
る。
Springで提供されているファ
クトリクラスのBean定義。
任意のクラスにトランザク
ション制御コードを付加した
プロキシクラスを生成する。

transactionManage
r

トランザクションマネージャの設
定。
プロキシ対象のBean、およびトラン
ザクション定義情報の設定は、この
baseTransactionProxyを親定義とす
るフレームワークのBean定義で行わ
れている。
初期設定値は
『transactionManager』である。

configLocation 使用するSQLMapの定義ファイルの設
定。
初期設定値は
『sqlMapConfigFileName』である。

dataSource 使用するデータソースBeanの設定。
初期設定値は『dataSource』であ
る。

5
queryDAO jp.terasoluna.fw.dao.i

batis.QueryDAOiBatisIm
pl

参照系のDAOのBean定義。 sqlMapClient 使用するSQLMapClientの設定。
初期設定値は『sqlMapClient』であ
る。

6
updateDAO jp.terasoluna.fw.dao.i

batis.UpdateDAOiBatisI
mpl

更新系のDAOのBean定義。 sqlMapClient 使用するSQLMapClientの設定。
初期設定値は『sqlMapClient』であ
る。

7
spDAO jp.terasoluna.fw.dao.i

batis.StoredProcedureD
AOiBatisImpl

ストアドプロシジャ用のDAOの
Bean定義。

sqlMapClient 使用するSQLMapClientの設定。
初期設定値は『sqlMapClient』であ
る。

DAO

2

iBATIS データベース層のため
のSQLMapのBean定義。

SQLMapClient

sqlMapClient org.springframework.or
m.ibatis.SqlMapClientF
actoryBean

4

DataSourceのBean定義。
DBCPによるコネクションプー
リングを行う。

使用するデータソースBeanの設定。
初期設定値は『dataSource』であ
る。

dataSource
トランザクションマ
ネージャ

transactionMana
ger

org.springframework.jd
bc.datasource.DataSour
ceTransactionManager

単一のJDBCデータソース向け
のトランザクションマネー
ジャBean定義。

1 データソース

dataSource org.apache.commons.dbc
p.BasicDataSource等
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非同期型ジョブ起動機能バッチデーモン

name 初期値『AsyncBatchDaemonManager』
collector 項番16を参照
workQueueFactory 項番2を参照
preProcessor 項番3を参照
postProcessor 項番5を参照
workerExecutorService フレームワークBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番8を参照
queueLength 初期値『10』
multiplicity 項番29を参照

3

parentjobPreProces
sor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.
transaction.TransactionalSupportProces
sor)

トランザクション管理有りの
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番4を参照

4
- standardSupportProcessor

(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stand
ardSupportProcessor)

ジョブ前処理の定義。 - -

5

parentjobPostProce
ssor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.
transaction.TransactionalSupportProces
sor)

トランザクション管理有りの
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番6を参照

6
- standardSupportProcessor

(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stand
ardSupportProcessor)

ジョブ後処理の定義。 - -

7
jobContext jp.terasoluna.fw.batch.init.RootJobCon

text
親ジョブ用ジョブコンテキスト
の定義。

- -

name 初期値『asyncBatchDaemonQueueProcessor』

worker 項番9を参照
constructor-arg Bean定義ファイル

初期値
『/common/FrameworkBean.xml,/common/dataA
ccessContext-
batch.xml,/common/ThreadPoolContext-
AsyncBatch.xml』

async 非同期起動有無フラグ
初期値『true』

preJobProcessor 項番10を参照
postJobProcessor 項番13を参照

10

preJobProcessor transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.
transaction.TransactionalSupportProces
sor)

トランザクション管理有りの
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番11を参照

11
- standardSupportProcessor

(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stand
ardSupportProcessor)

ジョブ前処理の定義。 supportLogicList 項番12を参照

12
- jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.i

nit.AsyncJobPreLogic
非同期用ジョブ前処理の定義。 jobControlTableHandler フレームワークBean定義ファイルを参照

13

postJobProcessor transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.
transaction.TransactionalSupportProces
sor)

トランザクション管理有りの
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番14を参照

14
- standardSupportProcessor

(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stand
ardSupportProcessor)

ジョブ後処理の定義。 supportLogicList 項番15を参照

15
- jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.i

nit.AsyncJobPreLogic
非同期用ジョブ後処理の定義。 jobControlTableHandler フレームワークBean定義ファイルを参照

collectedDataHandlerFactory 項番17を参照

jobControlTableHandler フレームワークBean定義ファイルを参照

intervalSeconds ジョブ管理テーブルの監視周期（秒）
初期値『10』

17
- jp.terasoluna.fw.batch.init.JobRequest

InfoHandlerFactory
ジョブ依頼情報格納用ワーカ
キュー生成用クラスの定義。

- -

18
mbeanRegister ジョブ監視用Bean定義

初期設定値は『MBeanRegister』であり、監視
を行わない場合は設定する必要はない。

19
transactionManager トランザクションマネージャのBean定義。

データアクセスBean定義ファイルを参照。

20
useSavepoint セーブポイント有無のBean定義。

デフォルトBean定義ファイルを参照。

21
partitionNo ジョブパーティション番号のBean定義。

初期設定値は『-1』である。

22
transactionManager トランザクションマネージャのBean定義。

データアクセスBean定義ファイルを参照。

23
useSavepoint セーブポイント有無のBean定義。

デフォルトBean定義ファイルを参照。

24
partitionNo ジョブパーティション番号のBean定義。

初期設定値は『-1』である。

25 ジョブ監視

useMonitorable org.springframework.beans.factory.conf
ig.FieldRetrievingFactoryBean

ジョブ監視有無のBean定義。 staticField 初期値『java.lang.Boolean.FALSE』

26

queryDAO 参照系のDAOのBean定義。
データアクセスBean定義ファイルを参照。

27

updateDAO 更新系のDAOのBean定義。
データアクセスBean定義ファイルを参照。

28

threadSize jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.s
tandard.ThreadSizeFactoryBean

スレッドプール作成時のサイズ multiplicity 項番29を参照。

29

multiplicity java.lang.Integer 多重度 constructor-arg 初期値『1』
スレッド管理

ジョブ管理テーブ
ル

JobControlTableHan
dler

jp.terasoluna.fw.batch.init.JobControl
TableHandlerImpl

ジョブ管理テーブル用ハンドラ
のBean定義。

ジョブの処理状況
クラス定義

ジョブの処理状況
クラス

JobStatus jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.t
ransaction.TransactionalJobStatus

監視用ジョブの処理状況用Bean
定義。

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.Monitor
ableJobStatus

MonitorableJobStat
us

ジョブの処理状況用Bean定義。

キュープロセッサ8

asyncBatchDaemonQu
eueProcessor

設定項目名称

2

バッチ起動用ワー
カ

childJobManager jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.i
nit.JobExecutor

16

9

コレクター

親ジョブ用キュー処理クラスの
定義。

batchDaemonJobColl
ector

jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standa
rdWorkQueueFactory

非同期バッチ起動用作業キュー
作成クラスの定義。

ジョブ起動用クラスの定義。

jp.terasoluna.fw.batch.init.JobRequest
InfoCollector

非同期ジョブ起動時のジョブ依
頼情報取得用クラスの定義。

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Queue
Processor)

-

property概要概要 property

非同期バッチ起動用マネージャ
の定義。

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManage
r)

Classes/parent名項番

jobManager

Bean ID

1

非同期バッチ起動
用マネージャ
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デーモン終了用ジョブBean定義ファイル

1 jobManager
jp.terasoluna.fw.batch.init.NullWorker 非同期バッチ起動用のマネー

ジャ
- -

2 jobContext
jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.i
nit.AsyncJobContext

ジョブコンテキスト - -

3
mbeanRegister ジョブ監視用Bean定義

初期設定値は『MBeanRegister』であり、監視
を行わない場合は設定する必要はない。

4
partitionNo ジョブパーティション番号のBean定義。

初期設定値は『-1』である。

5
JobStatus jp.terasoluna.fw.batch.core.JobStatus ジョブの処理状況用Bean定義。 partitionNo ジョブパーティション番号のBean定義。

初期設定値は『-1』である。

ジョブの処理状況ク
ラス

MonitorableJobStat
us

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.Monitor
ableJobStatus

監視用ジョブの処理状況用Bean
定義。

property概要概要 propertyClasses/parent名項番 Bean ID

非同期バッチ起動用
のマネージャ

設定項目名称
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非同期型起動用スレッドプール定義ファイル

項番 設定項目名称 Bean ID Classes/parent名 Bean概要 property Property概要

1

スレッドプール管
理

workerExecuterS
ervice

jp.terasoluna.fw.batch
.springsupport.standar
d.FixedThreadPoolWorke
rExecuterService

フレームワークが利用するス
レッドプールのBean定義。

constructor-arg スレッド数の設定。
初期設定値は『２０』である。
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同期型起動用スレッドプール定義ファイル

項番 設定項目名称 Bean ID Classes/parent名 Bean概要 property Property概要

1

スレッドプール管
理

workerExecuterS
ervice

jp.terasoluna.fw.batch
.springsupport.standar
d.FixedThreadPoolWorke
rExecuterService

フレームワークが利用するス
レッドプールのBean定義。

constructor-arg スレッド数の設定。
初期設定値は『threadSize 』であ
る。
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非同期型ジョブ起動機能バッチデーモン（CommonJ用)

name 初期値『AsyncBatchDaemonManager』
collector 項番16を参照
workQueueFactory 項番2を参照
preProcessor 項番3を参照
postProcessor 項番5を参照
workerExecutorService フレームワークBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番8を参照
queueLength 初期値『10』
multiplicity 項番29を参照

3
parentjobPreProces
sor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.
transaction.TransactionalSupportProces
sor)

トランザクション管理有りの
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番4を参照

4 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stand
ardSupportProcessor)

ジョブ前処理の定義。 - -

5
parentjobPostProce
ssor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.
transaction.TransactionalSupportProces
sor)

トランザクション管理有りの
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番6を参照

6 -

standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stand
ardSupportProcessor)

ジョブ後処理の定義。 - -

7 jobContext
jp.terasoluna.fw.batch.init.RootJobCon
text

親ジョブ用ジョブコンテキスト
の定義。

- -

name 初期値『asyncBatchDaemonQueueProcessor』

worker 項番9を参照
constructor-arg Bean定義ファイル

初期値
『 /common/FrameworkBean.xml,/common/dataA
ccessContext-
batch.xml,/common/WorkManagerTaskContext-
batch.xml,/common/ValidationContext-
AsyncBatch.xml』

async 非同期起動有無フラグ
初期値『true』

preJobProcessor 項番10を参照
postJobProcessor 項番13を参照

10 preJobProcessor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.
transaction.TransactionalSupportProces
sor)

トランザクション管理有りの
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番11を参照

11 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stand
ardSupportProcessor)

ジョブ前処理の定義。 supportLogicList 項番12を参照

12 -
jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.i
nit.AsyncJobPreLogic

非同期用ジョブ前処理の定義。 jobControlTableHandler フレームワークBean定義ファイルを参照

13 postJobProcessor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.
transaction.TransactionalSupportProces
sor)

トランザクション管理有りの
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番14を参照

14 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stand
ardSupportProcessor)

ジョブ後処理の定義。 supportLogicList 項番15を参照

15 -
jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.i
nit.AsyncJobPostLogic

非同期用ジョブ後処理の定義。 jobControlTableHandler フレームワークBean定義ファイルを参照

collectedDataHandlerFactory 項番17を参照

jobControlTableHandler フレームワークBean定義ファイルを参照

intervalSeconds ジョブ管理テーブルの監視周期（秒）
初期値『10』

refreshCount 初期値『20』

17 -
jp.terasoluna.fw.batch.init.JobRequest
InfoHandlerFactory

ジョブ依頼情報格納用ワーカ
キュー生成用クラスの定義。

- -

18
mbeanRegister ジョブ監視用Bean定義

初期設定値は『MBeanRegister』であり、監視
を行わない場合は設定する必要はない。

19
transactionManager トランザクションマネージャのBean定義。

データアクセスBean定義ファイルを参照。

20
useSavepoint セーブポイント有無のBean定義。

デフォルトBean定義ファイルを参照。

21
partitionNo ジョブパーティション番号のBean定義。

初期設定値は『-1』である。

22
transactionManager トランザクションマネージャのBean定義。

データアクセスBean定義ファイルを参照。

23
useSavepoint セーブポイント有無のBean定義。

デフォルトBean定義ファイルを参照。

24
partitionNo ジョブパーティション番号のBean定義。

初期設定値は『-1』である。

25 ジョブ監視

useMonitorable org.springframework.beans.factory.conf
ig.FieldRetrievingFactoryBean

ジョブ監視有無のBean定義。 staticField 初期値『java.lang.Boolean.FALSE』

26

queryDAO 参照系のDAOのBean定義。
データアクセスBean定義ファイルを参照。

27

updateDAO 更新系のDAOのBean定義。
データアクセスBean定義ファイルを参照。

28

threadSize jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.s
tandard.ThreadSizeFactoryBean

スレッドプール作成時のサイズ multiplicity 項番29を参照。

29

multiplicity java.lang.Integer 多重度 constructor-arg 初期値『3』
スレッド管理

ジョブ管理テーブ
ル

JobControlTableHan
dler

jp.terasoluna.fw.batch.init.JobControl
TableHandlerImpl

ジョブ管理テーブル用ハンドラ
のBean定義。

ジョブの処理状況
クラス定義

ジョブの処理状況
クラス

JobStatus jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.t
ransaction.TransactionalJobStatus

監視用ジョブの処理状況用Bean
定義。

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.Monitor
ableTransactionalJobStatus

MonitorableJobStat
us

ジョブの処理状況用Bean定義。

キュープロセッサ8
asyncBatchDaemonQu
eueProcessor

設定項目名称

2

バッチ起動用ワー
カ

childJobManager

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.init.Jo
bExecutor

16

9

コレクター

親ジョブ用キュー処理クラスの
定義。

batchDaemonJobColl
ector

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkMan
agerTaskWorkQueueFactory

非同期バッチ起動用作業キュー
作成クラスの定義（CommonJ
用）。

ジョブ起動用クラスの定義。

jp.terasoluna.fw.batch.init.JobRequest
InfoCollector

非同期ジョブ起動時のジョブ依
頼情報取得用クラスの定義。

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Queue
Processor)

-

property概要概要 property

非同期バッチ起動用マネージャ
の定義。

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManage
r)

Classes/parent名項番

jobManager

Bean ID

1

非同期バッチ起動
用マネージャ
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非同期型ジョブ起動機能バッチデーモン（メッセージ送信用）

name 初期値『AsyncBatchDaemonManager』
collector 項番16を参照
workQueueFactory 項番2を参照
preProcessor 項番3を参照
postProcessor 項番5を参照
workerExecutorService フレームワークBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番8を参照
queueLength 初期値『10』
multiplicity 項番29を参照

3
parentjobPreProces
sor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.
transaction.TransactionalSupportProces
sor)

トランザクション管理有りの
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番4を参照

4 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stand
ardSupportProcessor)

ジョブ前処理の定義。 - -

5
parentjobPostProce
ssor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.
transaction.TransactionalSupportProces
sor)

トランザクション管理有りの
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番6を参照

6 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stand
ardSupportProcessor)

ジョブ後処理の定義。 - -

7 jobContext
jp.terasoluna.fw.batch.init.RootJobCon
text

親ジョブ用ジョブコンテキスト
の定義。

- -

name 初期値『asyncBatchDaemonQueueProcessor』

worker 項番9を参照
constructor-arg Bean定義ファイル

初期値
『/common/FrameworkBean.xml,/common/dataA
ccessContext-
batch.xml,/common/WorkManagerTaskContext-
batch.xml,/common/ValidationContext-
AsyncBatch.xml』

async 非同期起動有無フラグ
初期値『true』

preJobProcessor 項番10を参照
postJobProcessor 項番13を参照

10 preJobProcessor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.
transaction.TransactionalSupportProces
sor)

トランザクション管理有りの
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番11を参照

11 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stand
ardSupportProcessor)

ジョブ前処理の定義。 supportLogicList 項番12を参照

12 -
jp.terasoluna.fw.batch.jobmessage.Send
MessagePreLogic

メッセージ送信用ジョブ前処理
の定義。

jobMessageTableHandler フレームワークBean定義ファイルを参照

13 postJobProcessor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.
transaction.TransactionalSupportProces
sor)

トランザクション管理有りの
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番14を参照

14 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stand
ardSupportProcessor)

ジョブ後処理の定義。 supportLogicList 項番15を参照

15 -
jp.terasoluna.fw.batch.jobmessage.Send
MessagePostLogic

メッセージ送信用ジョブ後処理
の定義。

jobMessageTableHandler フレームワークBean定義ファイルを参照

collectedDataHandlerFactory 項番17を参照

jobMessageTableHandler フレームワークBean定義ファイルを参照

intervalSeconds ジョブ管理テーブルの監視周期（秒）
初期値『10』

refreshCount 初期値『20』

jobBeanPath 初期値『common/MessageSendJob.xml』

17 -
jp.terasoluna.fw.batch.jobmessage.JobM
essageInfoHandlerFactory

メッセージ送信情報格納用ワー
カキュー生成用クラスの定義。

- -

18
mbeanRegister ジョブ監視用Bean定義

初期設定値は『MBeanRegister』であり、監視
を行わない場合は設定する必要はない。

19
transactionManager トランザクションマネージャのBean定義。

データアクセスBean定義ファイルを参照。

20
useSavepoint セーブポイント有無のBean定義。

デフォルトBean定義ファイルを参照。

21
partitionNo ジョブパーティション番号のBean定義。

初期設定値は『-1』である。

22
transactionManager トランザクションマネージャのBean定義。

データアクセスBean定義ファイルを参照。

23
useSavepoint セーブポイント有無のBean定義。

デフォルトBean定義ファイルを参照。

24
partitionNo ジョブパーティション番号のBean定義。

初期設定値は『-1』である。

25 ジョブ監視

useMonitorable org.springframework.beans.factory.conf
ig.FieldRetrievingFactoryBean

ジョブ監視有無のBean定義。 staticField 初期値『java.lang.Boolean.FALSE』

26

queryDAO 参照系のDAOのBean定義。
データアクセスBean定義ファイルを参照。

27

updateDAO 更新系のDAOのBean定義。
データアクセスBean定義ファイルを参照。

28

threadSize jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.s
tandard.ThreadSizeFactoryBean

スレッドプール作成時のサイズ multiplicity 項番29を参照。

29

multiplicity java.lang.Integer 多重度 constructor-arg 初期値『3』

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManage
r)

Classes/parent名項番

jobManager

Bean ID

1

非同期バッチ起動
用マネージャ

property概要概要 property

非同期バッチ起動用マネージャ
の定義。

親ジョブ用キュー処理クラスの
定義。

batchDaemonJobColl
ector

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkMan
agerTaskWorkQueueFactory

非同期バッチ起動用作業キュー
作成クラスの定義（CommonJ
用）。

ジョブ起動用クラスの定義。

jp.terasoluna.fw.batch.jobmessage.Send
JobResultInfoCollector

メッセージ送信ジョブ起動時の
ジョブ結果情報取得用クラスの
定義。

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Queue
Processor)

-

バッチ起動用ワー
カ

childJobManager

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.init.Jo
bExecutor

16

9

コレクター

キュープロセッサ8
asyncBatchDaemonQu
eueProcessor

設定項目名称

2

ジョブメッセージテーブル用ハ
ンドラのBean定義。

ジョブの処理状況
クラス定義

ジョブの処理状況
クラス

JobStatus jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.t
ransaction.TransactionalJobStatus

監視用ジョブの処理状況用Bean
定義。

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.Monitor
ableTransactionalJobStatus

MonitorableJobStat
us

ジョブの処理状況用Bean定義。

スレッド管理

ジョブメッセージ
テーブル

jobMessageTableHan
dler

jp.terasoluna.fw.batch.init.JobMessage
TableHandlerImpl
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ジョブスターター用ワークマネージャ定義ファイル 

workManager 項番2を参照。
初期値は『manager』である。

workListener 項番3を参照。
初期値は『listener』である。

workManagerName weblogic-application.xmlに記述される、
WorkManager定義のname属性を参照。
初期値は『wm/BatchWorkManager』である。

resourceRef 初期値は『true』である。

3 ワークリスナー
listener jp.terasoluna.fw.batch.commonj.listene

r.JobExecutorListener
ワークリスナーの定義 jobResultInfoHandler 項番6を参照。

4
SqlMapConfigファ
イルPath

sqlMapConfigFileNa
me

java.lang.String SqlMapConfigファイルのパス定
義

constructor-arg 使用するSQLMapConfigの定義ファイルの設
定。

queryDAO 参照系のDAOのBean定義。
初期値は『queryDAO』である。

updateDAO 更新系のDAOのBean定義。
初期値は『updateDAO』である。

updateDAO 参照系のDAOのBean定義。
初期値は『updateDAO』である。

transactionManager データアクセスBean定義を参照。
初期値は『transactionManager』である。

ワークマネージャの定義

property概要概要 property

ジョブ起動の定義

Classes/parent名項番

jobStarter

Bean ID

1 ジョブスターター

設定項目名称

2

5

6

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.init.Jo
bStarterImpl

org.springframework.scheduling.commonj
.WorkManagerTaskExecutor

ワークマネージャ

manager

ジョブ管理テーブ
ル用ハンドラ

jobMessageTableHan
dler

jp.terasoluna.fw.batch.jobmessage.JobM
essageTableHandlerImpl

ジョブ管理テーブル用ハンドラ
の定義

ジョブ結果テーブ
ル用ハンドラ

jobResultInfoHandl
er

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.transac
tion.JobResultInfoHandlerImpl

ジョブ結果テーブル用ハンドラ
の定義
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ワーク用ワークマネージャ定義ファイル

defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照。
初期値は『defaultJobExceptionHandler』である。

exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照。
初期値は『exceptionHandlerMap』である。

executor 項番2を参照。
初期値は『taskExecutor』である。

workListener 項番3を参照。
初期値は『workListener』である。

workManagerName weblogic-application.xmlに記述される、
WorkManager定義のname属性を参照。
初期値は『wm/BatchWorkManager』である。

resourceRef 初期値は『true』である。

3 workListener
jp.terasoluna.fw.batch.commonj.listene
r.WorkQueueListener

ワークリスナーの定義 - -

delay 遅延時間の設定。
初期値は『0』である。

period 繰り返す周期の設定。
初期値は『8000』である。　（単位は『ms』)

fixedRate 初期値は『false』である。

runnable デフォルトBean定義ファイルを参照。
初期値は『endFileChecker』である。

timerManagerName weblogic-application.xmlに記述される、
WorkManager定義のname属性を参照。
初期値は『timer/FileCheckTimer』である。

resourceRef 初期値は『true』である。

shared 初期値は『true』である。
タイマーはシングルトンである必要があるため、必ず
trueである必要がある。

scheduledTimerListeners タイマーリスナーのBean定義。
listタグにより複数のリスナーを設定できる。
初期値は『scheduledTask』である。

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkMan
agerTaskExecutorService

Classes/parent名項番

workerExecutorServ
ice

Bean ID

1

ワーク管理

org.springframework.scheduling.commonj
.WorkManagerTaskExecutor

property概要概要 property

ワーク管理の定義

タスク実行の定義

taskExecutor

org.springframework.scheduling.commonj
.ScheduledTimerListener

監視

スケジューラーの定義
Commonj対応機能を使用する際
には
『WorkManagerTaskContext-
batch.xml』の設定が有効にな
るため
『DefaultValueBean.xml』の設
定は無効になる。

timerFactory org.springframework.scheduling.commonj
.TimerManagerFactoryBean

タイマーの定義
Commonj対応機能を使用する際
には
『WorkManagerTaskContext-
batch.xml』の設定が有効にな
るため
『DefaultValueBean.xml』の設
定は無効になる。

scheduledTask

4

5

設定項目名称

2
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プレースフォルダ設定定義ファイル

1 プレースホルダ -
org.springframework.beans.factory.conf
ig.PropertyPlaceholderConfigurer

ジョブが使用するプレースホル
ダの設定定義。

locations 使用するプレースホルダのパスを定義する。
初期値は『jdbc.properties』
『template/workQueueFactory.properties』

項番 Bean ID設定項目名称 property概要概要 propertyClasses/parent名
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チャンク別トランザクションモデル

0 プレースホルダ - - プレースホルダの定義 import resource 初期値『classpath:common/PlaceHolderConfig.xml』
name 初期値『chunkTransactionJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番2参照
preProcessor 項番3を参照
postProcessor 項番5を参照
workerExecuterService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番7を参照

3 jobPreProcessor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.
transaction.TransactionalSupportProces
sor)

トランザクション制御有りの
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番4を参照

4 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stand
ardSupportProcessor)

ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

5 jobPostProcessor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.
transaction.TransactionalSupportProces
sor)

トランザクション制御有りの
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番6を参照

6 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stand
ardSupportProcessor)

ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値『chunkTransactionQueueProcessor』
worker 項番8を参照

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照
useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

ジョブBean定義ファイルを参照
jobWorker 項番9を参照
blogicExecutor 項番10を参照
batchUpdateProcessor 項番11を参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
batchUpdateResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
blogic ジョブBean定義ファイルを参照
blogicResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

11
batchUpdateProcess
or

jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standa
rdBatchUpdateProcessor

バッチ更新処理実行クラスの定
義。

updateDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

mbeanRegister フレームワークBean定義ファイルを参照

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

14
スレッドプールサ
イズ

threadSize java.lang.Integer スレッドプールのサイズ constructor-arg 初期値『1』

マネージャ

jp.terasoluna.fw.batch.core.StandardBL
ogicExecutor

ビジネスロジック実行クラスの
定義。

ワーカ

チャンク処理クラスの定義。

キュー処理クラスの定義。

トランザクション制御有りの
ワーカ定義。

ジョブ実行マネージャの定義。

commonj対応作業キュー生成ク
ラスの定義。

7 キュープロセッサ
chunkTransactionQu
eueProcessor

10 blogicExecutor

property概要概要 property

9 jobWorker

jp.terasoluna.fw.batch.core.JobWorker

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Queue
Processor)

8
chunkTransactionWo
rker

jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.t
ransaction.TransactionalWorker

2

項番 Bean ID

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManage
r)

Classes/parent名設定項目名称

1 jobManager

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkMan
agerTaskWorkQueueFactory

-

ジョブの処理状況
クラス

12

13

監視用ジョブの処理状況用Bean
定義。

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.Monitor
ableJobStatus

MonitorableJobStat
us

ジョブの処理状況用Bean定義。jp.terasoluna.fw.batch.core.JobStatusJobStatus
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チャンク別トランザクションモデル (リスタート)

0 プレースホルダ - - プレースホルダの定義 import resource 初期値『classpath:common/PlaceHolderConfig.xml』
jobRestartTableHandler 項番21を参照
jobManager 項番2を参照

name 初期値『chunkTransactionJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番3参照
preProcessor 項番4を参照
postProcessor 項番7を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番10を参照
jobRestartTableHandler 項番21を参照

preProcessor 項番5を参照

5
delegatedJobPrePro
cessor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.
transaction.TransactionalSupportProces
sor)

トランザクション制御有りの
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番6を参照

6 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stand
ardSupportProcessor)

ジョブ前処理の定義。 supportLogicList
デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

jobRestartTableHandler 項番21を参照

postProcessor 項番8を参照

8
delegatedJobPostPr
ocessor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.
transaction.TransactionalSupportProces
sor)

トランザクション制御有りの
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番9を参照

9 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stand
ardSupportProcessor)

ジョブ後処理の定義。 supportLogicList
デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値『chunkTransactionQueueProcessor』
worker 項番11を参照

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照
useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

ジョブBean定義ファイルを参照
jobWorker 項番12を参照
jobWorker 項番13を参照
jobRestartTableHandler 項番21を参照
blogicExecutor 項番14を参照
batchUpdateProcessor 項番15を参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
batchUpdateResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
blogic ジョブBean定義ファイルを参照
blogicResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

15
batchUpdateProcess
or

jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standa
rdBatchUpdateProcessor

バッチ更新処理実行クラスの定
義。

updateDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

mbeanRegister フレームワークBean定義ファイルを参照

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

18
スレッドプールサ
イズ

threadSize java.lang.Integer スレッドプールのサイズ constructor-arg 初期値『1』

queryDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

updateDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

jobRestartInfoFactory 項番22を参照

20
ジョブリスタート
情報用パラメータ
クラス

JobRestartInfoFact
ory

jp.terasoluna.fw.batch.restart.Standar
dJobRestartInfoFactory

ジョブリスタート情報用パラ
メータクラスのBean定義。

なし なし

7

マネージャ

ワーカ

リスタート実行用マネージャ定
義。

jobPreProcessor
jp.terasoluna.fw.batch.restart.Restart
PreProcessor

リスタートポイント登録用ワー
カクラスの定義。

jp.terasoluna.fw.batch.restart.Restart
PointUpdater

jobPostProcessor
jp.terasoluna.fw.batch.restart.Restart
PostProcessor

property概要概要 property

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManage
r)

Classes/parent名

jp.terasoluna.fw.batch.restart.JobCont
extRestorer

リスタート時のジョブ後処理の
定義。

3

設定項目名称項番 Bean ID

2
delegatedJobManage
r

ジョブ実行マネージャの定義。

1 jobManager

commonj対応作業キュー生成ク
ラスの定義。

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkMan
agerTaskWorkQueueFactory

-

リスタート時のジョブ前処理の
定義。

10 キュープロセッサ
chunkTransactionQu
eueProcessor

jp.terasoluna.fw.batch.core.JobWorker

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Queue
Processor)

restartPointUpdate
r

14 blogicExecutor

jp.terasoluna.fw.batch.core.StandardBL
ogicExecutor

ビジネスロジック実行クラスの
定義。

4

チャンク処理クラスの定義。

12

13 jobWorker

キュー処理クラスの定義。

11
chunkTransactionWo
rker

jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.t
ransaction.TransactionalWorker

チャンク処理クラスの定義。

監視用ジョブの処理状況用Bean
定義。

17

JobStatus jp.terasoluna.fw.batch.core.JobStatus ジョブの処理状況用Bean定義。

16

ジョブの処理状況
クラス

MonitorableJobStat
us

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.Monitor
ableJobStatus

ジョブリスタート管理テーブル
のハンドラクラス用Bean定義。

19

ジョブリスタート
管理テーブルハン
ドラ

JobRestartTableHan
dler

jp.terasoluna.fw.batch.restart.JobRest
artTableHandler
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チャンク別トランザクションモデル (ブレイク)

0 プレースホルダ - - プレースホルダの定義 import resource 初期値『classpath:common/PlaceHolderConfig.xml』
name 初期値『chunkTransactionJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番2参照
preProcessor 項番3を参照
postProcessor 項番5を参照
workerExecuterService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番7を参照

3 jobPreProcessor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.
transaction.TransactionalSupportProces
sor)

トランザクション制御有りの
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番4を参照

4 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stand
ardSupportProcessor)

ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

5 jobPostProcessor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.
transaction.TransactionalSupportProces
sor)

トランザクション制御有りの
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番6を参照

6 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stand
ardSupportProcessor)

ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値『chunkTransactionQueueProcessor』
worker 項番8を参照

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照
useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

ジョブBean定義ファイルを参照
jobWorker 項番9を参照
blogicExecutor 項番10を参照
batchUpdateProcessor 項番13を参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
batchUpdateResultHandler フレームワークBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
blogicExecutor 項番12を参照
controlBreakProcessor 項番11を参照
controlBreakDef 項番14を参照
blogicResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
blogic ジョブBean定義ファイルを参照
blogicResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

13
batchUpdateProcess
or

jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standa
rdBatchUpdateProcessor

バッチ更新処理実行クラスの定
義。

updateDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

controlBreakDefItemList ジョブBean定義ファイルを参照

chunkControlBreakDefItem ジョブBean定義ファイルを参照

transChunkControlBreakDefItemL ジョブBean定義ファイルを参照

mbeanRegister フレームワークBean定義ファイルを参照

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

14
スレッドプールサ
イズ

threadSize java.lang.Integer スレッドプールのサイズ constructor-arg 初期値『1』

コントロールブレイク情報クラ
スの定義。14

コントロールブレ
イク

controlBreakDef jp.terasoluna.fw.batch.controlbreak.Co
ntrolBreakDef

コントロールブレイク用ビジネ
スロジック実行クラスの定義。

10

controlBreakProces
sor

jp.terasoluna.fw.batch.controlbreak.Co
ntrolBreakProcessor

コントロールブレイク処理実行
クラスの定義。

11

ジョブの処理状況
クラス

12

13

監視用ジョブの処理状況用Bean
定義。

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.Monitor
ableJobStatus

MonitorableJobStat
us

ジョブの処理状況用Bean定義。jp.terasoluna.fw.batch.core.JobStatusJobStatus

2

項番 Bean ID

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManage
r)

Classes/parent名設定項目名称

1 jobManager

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkMan
agerTaskWorkQueueFactory

-

property概要概要 property

9 controlBreakWorker

jp.terasoluna.fw.batch.core.JobWorker

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Queue
Processor)

8
chunkTransactionWo
rker

jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.t
ransaction.TransactionalWorker

7 キュープロセッサ
chunkTransactionQu
eueProcessor

12 blogicExecutor

controlBreakBlogic
Executor

マネージャ

jp.terasoluna.fw.batch.core.StandardBL
ogicExecutor

ビジネスロジック実行クラスの
定義。

ワーカ

チャンク処理クラスの定義。

キュー処理クラスの定義。

トランザクション制御有りの
ワーカ定義。

ジョブ実行マネージャの定義。

commonj対応作業キュー生成ク
ラスの定義。

jp.terasoluna.fw.batch.controlbreak.Co
ntrolBreakBLogicExecutor
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非トランザクションモデル

0 プレースホルダ -
- プレースホルダの定義 import resource 初期値

『classpath:common/PlaceHolderConfig.xml』
name 初期値『noTransactionJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番2参照
preProcessor 項番3を参照
postProcessor 項番4を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参

照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番5を参照

3 jobPreProcessor
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standa
rdSupportProcessor)

ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

4 jobPostProcessor
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standa
rdSupportProcessor)

ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値『noTransactionQueueProcessor』
worker 項番6を参照

blogicExecutor 項番7を参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照

defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

batchUpdateProcessor 項番8を参照

batchUpdateResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

blogic ジョブBean定義ファイルを参照
blogicResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照

defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

8
batchUpdateProcesso
r

jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standar
dBatchUpdateProcessor

バッチ更新処理実行クラスの定
義。

updateDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

mbeanRegister フレームワークBean定義ファイルを参照

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

11
スレッドプールサ
イズ

threadSize java.lang.Integer スレッドプールのサイズ constructor-arg 初期値『1』

noTransactionQueueP
rocessor

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueP
rocessor)

設定項目名称

2

5 キュープロセッサ

項番

1

property概要概要 property

マネージャ定義

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkMana
gerTaskWorkQueueFactory-

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager
)

Bean ID

jobManager

Classes/parent名

6

7 blogicExecutor

jp.terasoluna.fw.batch.core.StandardBLo
gicExecutor

noTransactionWorker

baseWorker
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobWorker)

ワーカ ビジネスロジック実行クラスの
定義。

キュー処理クラスの定義。

ジョブ実行マネージャの定義。

commonj対応作業キュー生成クラ
スの定義。

チャンク処理クラスの定義。

監視用ジョブの処理状況用Bean
定義。

10

JobStatus jp.terasoluna.fw.batch.core.JobStatus ジョブの処理状況用Bean定義。

9

ジョブの処理状況
クラス

MonitorableJobStatu
s

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.Monitora
bleJobStatus
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単一トランザクションモデル

0 プレースホルダ -
- プレースホルダの定義 import resource 初期値

『classpath:common/PlaceHolderConfig.xml』
name 初期値『singleTransactionJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番2参照
preProcessor 項番3を参照
postProcessor 項番5を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参

照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番7を参照

3 jobPreProcessor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.t
ransaction.TransactionalSupportProcesso
r)

トランザクション制御有りの
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番4を参照

4 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standa
rdSupportProcessor)

ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

5 jobPostProcessor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.t
ransaction.TransactionalSupportProcesso
r)

トランザクション制御有りの
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番6を参照

6 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standa
rdSupportProcessor)

ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値『singleTransactionQueueProcessor』
worker 項番10を参照
transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照
preProcessor 項番8を参照
postProcessor 項番9を参照

8
firstchunkPreProces
sor

standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standa
rdSupportProcessor)

先頭チャンク前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

9
lastchunkPostProces
sor

standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standa
rdSupportProcessor)

最終チャンク後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

blogicExecutor 項番11を参照
batchUpdateProcessor 項番12を参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
batchUpdateResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
blogic ジョブBean定義ファイルを参照
blogicResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

12
batchUpdateProcesso
r

jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standar
dBatchUpdateProcessor

バッチ更新処理クラスの定義。 updateDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

mbeanRegister フレームワークBean定義ファイルを参照

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

15
スレッドプールサ
イズ

threadSize java.lang.Integer スレッドプールのサイズ constructor-arg 初期値『1』

property概要概要 property

7

ジョブ実行マネージャの定義。

commonj対応作業キュー生成クラ
スの定義。

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkMana
gerTaskWorkQueueFactory-2

マネージャ

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager
)

Classes/parent名設定項目名称

singleTransactionQu
eueProcessor

キュープロセッサ

項番 Bean ID

1 jobManager

10
singleTransactionWo
rker

jp.terasoluna.fw.batch.core.JobWorker

11 blogicExecutor

jp.terasoluna.fw.batch.core.StandardBLo
gicExecutor

ワーカ

チャンク処理クラスの定義。

ビジネスロジック実行クラスの
定義。

jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tr
ansaction.TransactionalQueueProcessor

キュー処理クラスの定義。

監視用ジョブの処理状況用Bean
定義。

14

JobStatus jp.terasoluna.fw.batch.core.JobStatus ジョブの処理状況用Bean定義。

13

ジョブの処理状況
クラス

MonitorableJobStatu
s

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.Monitora
bleJobStatus
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ジョブ分割チャンク別トランザクションモデル

0 プレースホルダ -
- プレースホルダの定義 import resource 初期値

『classpath:common/PlaceHolderConfig.xml』
name 初期値
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番2参照
preProcessor 項番3を参照
postProcessor 項番5を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参

照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番7を参照
multiplicity ジョブBean定義ファイルを参照

3
parentjobPreProcess
or

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.t
ransaction.TransactionalSupportProcesso
r)

トランザクション制御有りの親
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番4を参照

4 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standa
rdSupportProcessor)

親ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

5
parentjobPostProces
sor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.t
ransaction.TransactionalSupportProcesso
r)

トランザクション制御有りの親
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番6を参照

6 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standa
rdSupportProcessor)

親ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値
『partitionChunkTransactionQueueProcessor』

worker 項番8を参照
name 初期値『childJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番9参照
preProcessor 項番10を参照
postProcessor 項番12を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参

照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番14を参照

10 jobPreProcessor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.t
ransaction.TransactionalSupportProcesso
r)

トランザクション制御有りの子
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番11を参照

11 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standa
rdSupportProcessor)

子ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

12 jobPostProcessor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.t
ransaction.TransactionalSupportProcesso
r)

トランザクション制御有りの子
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番13を参照

13 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standa
rdSupportProcessor)

子ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値
『partitionChunkTransactionChildQueueProces
sor』

worker 項番15を参照
transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照
useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

ジョブBean定義ファイルを参照
jobWorker 項番16を参照
blogicExecutor 項番18を参照
batchUpdateProcessor 項番17を参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
batchUpdateResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

17
batchUpdateProcesso
r

jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standar
dBatchUpdateProcessor

バッチ更新処理クラスの定義。 updateDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

blogic ジョブBean定義ファイルを参照
blogicResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
mbeanRegister フレームワークBean定義ファイルを参照

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

21
スレッドプールサ
イズ

threadSize java.lang.Integer スレッドプールのサイズ multiplicity ジョブBean定義ファイルを参照

childJobManager

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager
)

子ジョブ実行用マネージャ定
義。

親ジョブマネー
ジャ

親ジョブ実行用マネージャ定
義。

親ジョブキュープ
ロセッサ

親ジョブ用キュー処理クラスの
定義。

property概要概要 propertyClasses/parent名

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueP
rocessor)

子ジョブ用キュー処理クラスの
定義。

-

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager
)

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkMana
gerTaskWorkQueueFactory

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkMana
gerTaskWorkQueueFactory

commonj対応子ジョブ用作業
キュー作成クラスの定義。

commonj対応親ジョブ用作業
キュー作成クラスの定義。

partitionChunkTrans
actionQueueProcesso
r

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueP
rocessor)

設定項目名称

8

2 -

項番 Bean ID

1 jobManager

子ジョブマネー
ジャ

7

9

16 chunkWorker

jp.terasoluna.fw.batch.core.JobWorker

15 transactionWorker

jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tr
ansaction.TransactionalWorker

14
子ジョブキュープ
ロセッサ

partitionChunkTrans
actionChildQueuePro
cessor

トランザクション制御有りの
ワーカ定義。

18 blogicExecutor

jp.terasoluna.fw.batch.core.StandardBLo
gicExecutor

ワーカ

チャンク処理クラスの定義。

ビジネスロジック実行クラスの
定義。

監視用ジョブの処理状況用Bean
定義。

20

JobStatus jp.terasoluna.fw.batch.core.JobStatus ジョブの処理状況用Bean定義。

19

ジョブの処理状況
クラス

MonitorableJobStatu
s

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.Monitora
bleJobStatus
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ジョブ分割チャンク別トランザクションモデル (リスタート)

0 プレースホルダ - - プレースホルダの定義 import resource 初期値『classpath:common/PlaceHolderConfig.xml』
jobRestartTableHandler 項番31を参照
jobManager 項番2を参照
name 初期値『partitionChunkTransactionJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番3参照
preProcessor 項番4を参照
postProcessor 項番7を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
multiplicity ジョブBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番10を参照
jobRestartTableHandler 項番31を参照

preProcessor 項番5を参照
parentManager 初期値『true』

5
delegatedParentJob
PreProcessor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.
transaction.TransactionalSupportProces
sor)

トランザクション管理有りの親
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番6を参照

6 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stand
ardSupportProcessor)

親ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

jobRestartTableHandler 項番31を参照

postProcessor 項番8を参照

8
delegatedParentJob
PostProcessor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.
transaction.TransactionalSupportProces
sor)

トランザクション管理有りの親
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番9を参照

9 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stand
ardSupportProcessor)

親ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値
『partitionChunkTransactionQueueProcessor』

worker 項番11を参照

jobRestartTableHandler 項番31を参照
jobManager 項番12を参照
name 初期値『childJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番13参照
preProcessor 項番14を参照
postProcessor 項番17を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番20を参照
jobRestartTableHandler 項番31を参照

preProcessor 項番15を参照

15
delegatedJobPrePro
cessor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.
transaction.TransactionalSupportProces
sor)

トランザクション管理有りの子
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番16を参照

16 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stand
ardSupportProcessor)

子ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

jobRestartTableHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

postProcessor 項番18を参照

18
delegatedJobPostPr
ocessor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.
transaction.TransactionalSupportProces
sor)

トランザクション管理有りの子
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番19を参照

19 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stand
ardSupportProcessor)

子ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値
『partitionChunkTransactionChildQueueProcessor』

worker 項番21を参照

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照
useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

ジョブBean定義ファイルを参照
jobWorker 項番22を参照
jobWorker 項番23を参照
jobRestartTableHandler 項番31を参照
blogicExecutor 項番25を参照
batchUpdateProcessor 項番24を参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
batchUpdateResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

24
batchUpdateProcess
or

jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standa
rdBatchUpdateProcessor

バッチ更新処理実行クラスの定
義。

updateDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

blogic ジョブBean定義ファイルを参照
blogicResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
mbeanRegister フレームワークBean定義ファイルを参照

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

28
スレッドプールサ
イズ

threadSize java.lang.Integer スレッドプールのサイズ multiplicity ジョブBean定義ファイルを参照

queryDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

updateDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

jobRestartInfoFactory 項番22を参照

30
ジョブリスタート
情報用パラメータ
クラス

JobRestartInfoFact
ory

jp.terasoluna.fw.batch.restart.Standar
dJobRestartInfoFactory

ジョブリスタート情報用パラ
メータクラスのBean定義。

なし なし

子ジョブ用キュー処理クラスの
定義。

jp.terasoluna.fw.batch.core.JobWorker

23 chunkWorker

jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.t
ransaction.TransactionalWorker

22

20
子ジョブキュープ
ロセッサ

partitionChunkTran
sactionChildQueueP
rocessor

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Queue
Processor)

2

親ジョブマネー
ジャ

3

リスタートポイント登録用ワー
カクラスの定義。

jp.terasoluna.fw.batch.restart.Restart
PointUpdater

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Queue
Processor)

親ジョブ用キュー処理クラスの
定義。

子ジョブ実行用マネージャ定
義。

子ジョブリスタート実行用マ
ネージャの定義。

commonj対応子ジョブ用作業
キュー作成クラスの定義。

10
親ジョブキュープ
ロセッサ

7

4

Classes/parent名

1 jobManager
jp.terasoluna.fw.batch.restart.JobCont
extRestorer

設定項目名称項番 Bean ID property概要概要 property

リスタート時の親ジョブ前処理
の定義。

親ジョブ実行用マネージャ定
義。

commonj対応親ジョブ用作業
キュー作成クラスの定義。

親ジョブリスタート実行用マ
ネージャの定義。

リスタート時の親ジョブ後処理
の定義。

delegatedJobManage
r

parentjobPreProces
sor

jp.terasoluna.fw.batch.restart.Restart
PreProcessor

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManage
r)

jp.terasoluna.fw.batch.restart.Restart
PostProcessor

partitionChunkTran
sactionQueueProces
sor

parentjobPostProce
ssor

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkMan
agerTaskWorkQueueFactory

-

11

子ジョブマネー
ジャ

childJobManager
jp.terasoluna.fw.batch.restart.JobCont
extRestorer

12
delegatedChildJobM
anager

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManage
r)

13 -

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkMan
agerTaskWorkQueueFactory

14 jobPreProcessor
jp.terasoluna.fw.batch.restart.Restart
PreProcessor

リスタート時の子ジョブ前処理
の定義。

17 jobPostProcessor
jp.terasoluna.fw.batch.restart.Restart
PostProcessor

リスタート時の子ジョブ後処理
の定義。

25 blogicExecutor

jp.terasoluna.fw.batch.core.StandardBL
ogicExecutor

ビジネスロジック実行クラスの
定義。

ワーカ

21

チャンク処理クラスの定義。

restartPointUpdate
r

チャンク処理クラスの定義。

transactionWorker

監視用ジョブの処理状況用Bean
定義。

27

JobStatus jp.terasoluna.fw.batch.core.JobStatus ジョブの処理状況用Bean定義。

26

ジョブの処理状況
クラス

MonitorableJobStat
us

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.Monitor
ableJobStatus

ジョブリスタート管理テーブル
のハンドラクラス用Bean定義。

29

ジョブリスタート
管理テーブルハン
ドラ

JobRestartTableHan
dler

jp.terasoluna.fw.batch.restart.JobRest
artTableHandler
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ジョブ分割非トランザクションモデル

0 プレースホルダ - - プレースホルダの定義 import resource 初期値『classpath:common/PlaceHolderConfig.xml』
name 初期値『partitionNoTransactionJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番2参照
preProcessor 項番3を参照
postProcessor 項番4を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueProcessor 項番5を参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
multiplicity ジョブBean定義ファイルを参照

3
parentjobPreProces
sor

standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stand
ardSupportProcessor)

親ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

4
parentjobPostProce
ssor

standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stand
ardSupportProcessor)

親ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値
『partitionNoTransactionQueueProcessor』

worker 項番6を参照
name 初期値『childJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番7参照
preProcessor 項番8を参照
postProcessor 項番9を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番10を参照

8 jobPreProcessor
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stand
ardSupportProcessor)

子ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

9 jobPostProcessor
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stand
ardSupportProcessor)

子ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値
『partitionNoTransactionChildQueueProcessor』

worker 項番11を参照
blogicExecutor 項番12を参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照

defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

batchUpdateProcessor 項番13を参照

batchUpdateResultHandler フレームワークBean定義ファイルを参照

blogic ジョブBean定義ファイルを参照

blogicResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照

defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

13
batchUpdateProcess
or

jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standa
rdBatchUpdateProcessor

バッチ更新処理実行クラスの定
義。

updateDAO データアクセスBeanファイルを参照

mbeanRegister フレームワークBean定義ファイルを参照
partitionNo 初期値『-1』
defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照
partitionNo 初期値『-1』
partitionNo 初期値『-1』
defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

16
スレッドプールサ
イズ

threadSize java.lang.Integer スレッドプールのサイズ multiplicity ジョブBean定義ファイルを参照

ビジネスロジック実行クラスの
定義。

11

ワーカ

noTransactionWorke
r

jp.terasoluna.fw.batch.core.JobWorker

12 blogicExecutor

jp.terasoluna.fw.batch.core.StandardBL
ogicExecutor

チャンク処理クラスの定義。

10
子ジョブキュープ
ロセッサ

partitionNoTransac
tionChildQueueProc
essor

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Queue
Processor)

Classes/parent名設定項目名称

6

-

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Queue
Processor)

子ジョブマネー
ジャ

5
親ジョブキュープ
ロセッサ

7

項番 Bean ID

1

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManage
r)

2 -

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkMan
agerTaskWorkQueueFactory

partitionNoTransac
tionQueueProcessor

親ジョブマネー
ジャ

childJobManager

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManage
r)jobManager

子ジョブ用キュー処理クラスの
定義。

commonj対応子ジョブ用作業
キュー作成クラスの定義。

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkMan
agerTaskWorkQueueFactory

property概要概要 property

子ジョブ実行用マネージャの定
義。

親ジョブ用キュー処理クラスの
定義。

commonj対応親ジョブ用作業
キュー作成クラスの定義。

親ジョブ実行用マネージャの定
義。

jp.terasoluna.fw.batch.core.JobStatus ジョブの処理状況用Bean定義。

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.Monitor
ableJobStatus

監視用ジョブの処理状況用Bean
定義。14

ジョブの処理状況
クラス

MonitorableJobStat
us

15
JobStatus
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ジョブ分割単一トランザクションモデル

0 プレースホルダ - - プレースホルダの定義 import resource 初期値『classpath:common/PlaceHolderConfig.xml』
name 初期値

『partitionSingleTransactionJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番2参照
preProcessor 項番3を参照
postProcessor 項番5を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueProcessor 項番7を参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
multiplicity ジョブBean定義ファイルを参照

3
parentjobPreProces
sor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.
transaction.TransactionalSupportProces
sor)

トランザクション管理有りの親
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番4を参照

4 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stand
ardSupportProcessor)

親ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

5
parentjobPostProce
ssor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.
transaction.TransactionalSupportProces
sor)

トランザクション管理有りの親
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番6を参照

6 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stand
ardSupportProcessor)

親ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値
『partitionSingleTransactionQueueProcessor』

worker 項番8を参照
name 初期値『childJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番9参照
preProcessor 項番10を参照
postProcessor 項番12を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueProcessor 項番14を参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照

10 jobPreProcessor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.
transaction.TransactionalSupportProces
sor)

トランザクション管理有りの子
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番11を参照

11 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stand
ardSupportProcessor)

子ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

12 jobPostProcessor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.
transaction.TransactionalSupportProces
sor)

トランザクション管理有りの子
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番13を参照

13 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stand
ardSupportProcessor)

子ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値
『singleTransactionChildQueueProcessor』

worker 項番17を参照
preProcessor 項番15を参照
postProcessor 項番16を参照

15
firstchunkPreProce
ssor

standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stand
ardSupportProcessor)

先頭チャンク前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

16
lastchunkPostProce
ssor

standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stand
ardSupportProcessor)

最終チャンク後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

blogicExecutor 項番19を参照
batchUpdateProcessor 項番18を参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
batchUpdateResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

18
batchUpdateProcess
or

jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standa
rdBatchUpdateProcessor

バッチ更新処理クラスの定義。 updateDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

blogic ジョブBean定義ファイルを参照
blogicResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
mbeanRegister フレームワークBean定義ファイルを参照
transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照
useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照
partitionNo 初期値『-1』
defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照
partitionNo 初期値『-1』
transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照
useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照
partitionNo 初期値『-1』
defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

22
スレッドプールサ
イズ

threadSize java.lang.Integer スレッドプールのサイズ multiplicity ジョブBean定義ファイルを参照

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Queue
Processor)

7
親ジョブキュープ
ロセッサ

ビジネスロジック実行クラスの
定義。

17

9

8

子ジョブキュープ
ロセッサ

14
singleTransactionC
hildQueueProcessor

19 blogicExecutor

jp.terasoluna.fw.batch.core.StandardBL
ogicExecutor

singleTransactionW
orker"

jp.terasoluna.fw.batch.core.JobWorker

ワーカ

項番 Bean ID

1 jobManager

設定項目名称

親ジョブマネー
ジャ

2 -

子ジョブマネー
ジャ

property概要概要 property

childJobManager

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManage
r)

子ジョブ実行用マネージャの定
義。

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkMan
agerTaskWorkQueueFactory

-

親ジョブ用キュー処理クラスの
定義。

partitionSingleTra
nsactionQueueProce
ssor

commonj対応親ジョブ用作業
キュー作成クラスの定義。

Classes/parent名

チャンク処理クラスの定義。

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Queue
Processor)

子ジョブ用キュー処理クラスの
定義。

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkMan
agerTaskWorkQueueFactory

commonj対応子ジョブ用作業
キュー作成クラスの定義。

親ジョブ実行用マネージャの定
義。

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManage
r)

jp.terasoluna.fw.batch.core.JobStatus ジョブの処理状況用Bean定義。

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.Monitor
ableJobStatus

監視用ジョブの処理状況用Bean
定義。

20

ジョブの処理状況
クラス

MonitorableJobStat
us

21

JobStatus
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ジョブ分割逐次単一トランザクションモデル

0 プレースホルダ - - プレースホルダの定義 import resource 初期値
name 初期値

『sequentialSingleTransactionJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番2参照
preProcessor 項番3を参照
postProcessor 項番5を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueProcessor 項番7を参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
multiplicity ジョブBean定義ファイルを参照

3
parentjobPreProces
sor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport
.transaction.TransactionalSupportProc
essor)

トランザクション管理有りの親
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番4を参照

4 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stan
dardSupportProcessor)

親ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

5
parentjobPostProce
ssor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport
.transaction.TransactionalSupportProc
essor)

トランザクション管理有りの親
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番6を参照

6 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stan
dardSupportProcessor)

親ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値
『sequentialSingleTransactionQueueProcessor』

worker 項番8を参照
name 初期値『childJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番9参照
preProcessor 項番10を参照
postProcessor 項番12を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueProcessor 項番14を参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照

10 jobPreProcessor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport
.transaction.TransactionalSupportProc
essor)

トランザクション管理有りの子
ジョブ前処理の定義。

supportProcessor 項番11を参照

11 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stan
dardSupportProcessor)

子ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

12 jobPostProcessor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport
.transaction.TransactionalSupportProc
essor)

トランザクション管理有りの子
ジョブ後処理の定義。

supportProcessor 項番13を参照

13 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stan
dardSupportProcessor)

子ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値
『singleTransactionChildQueueProcessor』

worker 項番17を参照
preProcessor 項番15を参照
postProcessor 項番16を参照

15
firstchunkPreProce
ssor

standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stan
dardSupportProcessor)

先頭チャンク前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

16
lastchunkPostProce
ssor

standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stan
dardSupportProcessor)

最終チャンク後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

blogicExecutor 項番19を参照
batchUpdateProcessor 項番18を参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
batchUpdateResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

18
batchUpdateProcess
or

jp.terasoluna.fw.batch.standard.Stand
ardBatchUpdateProcessor

バッチ更新処理クラスの定義。 updateDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

blogic ジョブBean定義ファイルを参照
blogicResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
mbeanRegister フレームワークBean定義ファイルを参照
transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照
useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照
partitionNo 初期値『-1』
defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照
partitionNo 初期値『-1』
transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照
useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照
partitionNo 初期値『-1』
defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

22
分割ジョブの多重
起動数

multiplicity java.lang.Integer 分割ジョブの多重起動数 constructor-arg 初期値『1』

20

ジョブの処理状況
クラス

MonitorableJobStat
us

21

JobStatus jp.terasoluna.fw.batch.core.JobStatus ジョブの処理状況用Bean定義。

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.Monito
rableJobStatus

監視用ジョブの処理状況用Bean
定義。

sequentialSingleTr
ansactionQueueProc
essor

commonj対応親ジョブ用作業
キュー作成クラスの定義。

Classes/parent名

チャンク処理クラスの定義。

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Queu
eProcessor)

子ジョブ用キュー処理クラスの
定義。

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkMa
nagerTaskWorkQueueFactory

commonj対応子ジョブ用作業
キュー作成クラスの定義。

親ジョブ実行用マネージャの定
義。

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManag
er)

子ジョブマネー
ジャ

property概要概要 property

childJobManager

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManag
er)

子ジョブ実行用マネージャの定
義。

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkMa
nagerTaskWorkQueueFactory

-

親ジョブ用キュー処理クラスの
定義。

項番 Bean ID

1 jobManager

設定項目名称

親ジョブマネー
ジャ

2 -

singleTransactionW
orker"

jp.terasoluna.fw.batch.core.JobWorker

ワーカ

19 blogicExecutor

jp.terasoluna.fw.batch.core.StandardB
LogicExecutor

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.Queu
eProcessor)

7
親ジョブキュープ
ロセッサ

ビジネスロジック実行クラスの
定義。

17

9

8

子ジョブキュープ
ロセッサ

14
singleTransactionC
hildQueueProcessor
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ファイルアクセス

1
CSVファイルアクセ
ス用（入力）DAO

csvFileQueryDAO
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.CSV
FileQueryDAO / fileQueryDAO

CSVファイルアクセス用（入
力）DAO

- -

2
固定長ファイルアク
セス用（入力）DAO

fixedFileQueryDAO
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.Fix
edFileQueryDAO / fileQueryDAO

固定長ファイルアクセス用（入
力）DAO

- -

3
可変長ファイルアク
セス用（入力）DAO

variableFileQueryD
AO

jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.Var
iableFileQueryDAO / fileQueryDAO

可変長ファイルアクセス用（入
力）DAO

- -

4
その他ファイルアク
セス用（入力）DAO

plainFileQueryDAO
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.Pla
inFileQueryDAO / fileQueryDAO

その他ファイルアクセス用（入
力）DAO

- -

textSetterMap 内容については項番6～9を参照

validator 項番10を参照

6 -
key:java.lang.String
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.Tex
tSetString

カラムフォーマットクラスの定
義。（String型）

- -

7 -
key:java.util.Date
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.Tex
tSetDate

カラムフォーマットクラスの定
義。（Date型）

- -

8 -
key:java.math.BigDecimal
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.Tex
tSetDecimal

カラムフォーマットクラスの定
義。（BigDecimal型）

- -

9 -
key:int
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.Tex
tSetInt

カラムフォーマットクラスの定
義。（int型）

- -

10 -
org.springmodules.validation.commons.D
efaultBeanValidator

バリデータのサンプルBean定
義。

validatorFactory 項番11を参照

11
ファイル入力チェッ
ク（バリデータファ
クトリの記述例）

validatorFactory
jp.terasoluna.fw.validation.springmodu
les.DefaultValidatorFactoryEx

ファイル入力チェック（バリ
データファクトリの記述例）

validationConfigLocations -

12
CSVファイルアクセ
ス用（出力）DAO

csvFileUpdateDAO
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.CSV
FileUpdateDAO / fileUpdateDAO

CSVファイルアクセス用（出
力）DAO

- -

13
固定長ファイルアク
セス用（出力）DAO

fixedFileUpdateDAO
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.Fix
edFileUpdateDAO / fileUpdateDAO

固定長ファイルアクセス用（出
力）DAO

- -

14
可変長ファイルアク
セス用（出力）DAO

variableFileUpdate
DAO

jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.Var
iableFileUpdateDAO / fileUpdateDAO

可変長ファイルアクセス用（出
力）DAO

- -

15
その他ファイルアク
セス用（出力）DAO

plainFileUpdateDAO
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.Pla
inFileUpdateDAO / fileUpdateDAO

その他ファイルアクセス用（出
力）DAO

- -

16 fileUpdateDAO
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.Abs
tractFileUpdateDAO

ファイルアクセス用（出力）
DAO 共通定義

textGetterMap 内容については項番17～20を参照

17 -
key:java.lang.String
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.Tex
tGetString

ファイル書き込み用カラム
フォーマットクラスの定義。
（String型）

- -

18 -
key:java.util.Date
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.Tex
tGetDate

ファイル書き込み用カラム
フォーマットクラスの定義。
（Date型）

- -

19 -
key:java.math.BigDecimal
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.Tex
tGetDecimal

ファイル書き込み用カラム
フォーマットクラスの定義。
（BigDecimal型）

- -

20 -
key:int
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.Tex
tGetInt

ファイル書き込み用カラム
フォーマットクラスの定義。
（int型）

- -

設定項目名称

5

項番

ファイルアクセス用
（出力）DAO 共通定
義

ファイルアクセス用
（入力）DAO 共通定
義

property概要概要 propertyClasses/parent名Bean ID

fileQueryDAO

jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.Abs
tractFileQueryDAO

ファイルアクセス用（入力）
DAO 共通定義
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